
早稲田大学大学院文学研究科
進学希望者向けガイダンス

２０２０年１１月
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研究機関としての大学

→ 「研究」とは？

・ 勉強と研究とは異なるものだ。

→ 人文学の研究をしてみたい。

・ 人文学研究の「社会的意義」はなにか。

→ 早稲田大学文学研究科はどんなところか。

・ 文研の研究力はどれほどのものか。
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学部1年生から3年生に向けて



時代は変化している。

→ グローバリゼーションの動向

→ 専門性の要求

⇒ 修士課程まで進んでから〈就職する〉という選択肢
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大学院進学と就職



１）文学研究科の概要

２）学習・研究環境

３）入学試験

４）学費

５）奨学金・研究費
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文学部からだけでなく、文化構想学部や早稲田大学の他学部、

他大学からも進学する方が多くいます。
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１）文学研究科の概要

文化構想
学部

文学部

早稲田大学大学院文学研究科

他学部 他大学



・標準年限：３年（最大６年）

・在籍学生数：約２８２名

・学位：博士（文学）

・修了要件：
‣所定の研究指導
‣博士論文審査、試験合格
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１-１）文学研究科の課程

専任教員数 約１５０名

博士後期課程
２１コース

・標準年限：２年（最大４年）

・在籍学生数：約３３１名

・学位：修士（文学）

・修了要件：
‣所定の３２単位以上修得
‣所定の研究指導
‣修士論文審査、試験合格
*その他、各コースごとの要件あり

修士課程
２２コース

（２０２０年５月１日現在） （２０２０年５月１日現在）



１． 哲学コース １２．演劇映像学コース

２． 東洋哲学コース １３．美術史学コース

３． 心理学コース １４．日本史学コース

４． 社会学コース １５．東洋史学コース

５． 教育学コース １６．西洋史学コース

６． 日本語日本文学コース １７．考古学コース

７． 英文学コース １８．文化人類学コース

８． フランス語フランス文学コース １９．表象・メディア論コース

９． ドイツ語ドイツ文学コース ２０．現代文芸コース（修士のみ）

１０．ロシア語ロシア文化コース ２１．中東・イスラーム研究コース

１１．中国語中国文学コース ２２．国際日本学コース
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１-２）コース紹介

専攻名：人文科学専攻



 国際日本学の領域

日本文学を起点とし、関連する日本学（日本語学、日本史、演劇、美術等）の

領域へのアプローチも可能。

 入学時期 ：４月入学、９月入学を選択可能

 入試 ：書類審査、口述試験（筆記試験は行いません）

 提出書類 ：

※詳細は国際日本学コースのWebサイト、入試要項をご確認ください。
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１-３）新コース紹介
（修士課程・博士後期課程）

国際日本学コース（Global Japanese Literary and Cultural Studies, 略称Global-J ）

（既設の博士後期課程に加え、２０２１年４月より修士課程を設置）

修士課程 博士後期課程

・CV（Additional Information）
・Statement of purpose
・Writing Sample

・研究論文等
・研究計画書
・履歴書・研究業績等

・英語能力、日本語能力に関する証明書※提出が不要な場合もあり
その他…
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２）学修・研究環境

• 戸山キャンパスにおける学習およ
び研究図書館機能を合わせ持っ
た図書館です。

• 文学部に設置されていた図書室
を統合し、中央図書館の分館機能
を担う図書館として、１９９２年４月
に開館しました。

蔵書数：約４６万冊
開室時間： ９時～２２時（日・祝休館）

早稲田大学戸山図書館

早稲田大学中央図書館
• 早稲田大学図書館は、東京専門学校の図書室設置（１８８

２年）以来の長い歴史を持ち、蔵書数は約５８０万冊と、国
内の大学のなかでも有数の規模を誇る図書館です。ま
た、電子ジャーナル、電子ブック、データベースなどの電子
資料も豊富です。

• ２１ある図書館・図書室のうち、学内で最も大きく、中心的
な役割を果たしているのが中央図書館です。蔵書数は２８
０万冊にのぼり、国宝、重要文化財も所蔵しています。
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２）学修・研究環境

• ３３号館低層棟５Fには、文

研ラウンジ、個人用ロッカー
が設置され、研究に関する
打ち合わせなどに利用でき
ます。

• 研究の発表など資料の印刷、
丁合に便利な機材をそろえ
た印刷室も完備しています。

大学院生用個人用ロッカー大学院生用印刷室

大学院生用ラウンジ

• ３１号館３Fには、研究指導室が配
置されています。

• ３３号館低層棟５Fには、大学院生

用の自習室があり、多くの大学院
生が活用しています。

開室時間：９時～２２時
席数：６０席

研究指導室 大学院生用自習室
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• アジアで唯一の演劇専門博物館として能、浄瑠
璃、歌舞伎などの古典芸能やシェイクスピアか
ら現代演劇に至るまで古今東西の演劇資料を
幅広く収集しています。

• １００万点に及ぶ貴重な収蔵品を幅広く公開する
ため常設展と企画展を開催。図書閲覧室やAV

ブースで図書資料、視聴覚資料の閲覧が可能
です。

２）学修・研究環境
坪内博士記念演劇博物館

會津八一記念博物館
• 會津八一コレクションをはじめ、戦前より行われた

考古学の発掘資料、寄贈された近現代の美術作
品、土佐林コレクションのアイヌ民族資料など、い
ずれも早稲田大学独自の貴重な文化遺産です。

• 1998年の博物館の開館以来、富岡重憲コレクショ
ン、内山コレクション、服部コレクション、小野コレク
ション、安藤更生コレクションなどの寄贈を受け、収
蔵品は計約18,000点にものぼります。これらを常時、
展示公開し、学内外の研究、教育に活用される博
物館を目指しています。



 修士課程：

推薦入試

一般入試

論文特別選抜入試

 博士後期課程：

一般入試
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３）入学試験



 早稲田大学全学部の卒業見込の学生が対象

 口述試験で合否判定。

 ２０２１年度入試では１６コースが募集をしました。

 早稲田大学の学部を卒業見込の方で、GPA３．００以上が出願資格となります。

 出願にあたっては、早稲田大学の専任教員が作成した推薦書が必要になります。

 口述試験は、留学中等の場合はインターネットベースでも行います。

 各コースの設定する要件での研究計画書の提出などが必要です。

※入学試験の確定情報は、入試実施年度の入学試験要項をご確認ください。
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３-１）修士課程推薦入学試験



 筆記試験２科目および口述試験で合否判定。

 国際日本学コースを除くすべてのコースが対象です。

※国際日本学コースの1次試験は「筆記試験」ではなく「書類審査」を実施します。

 大学卒業（見込を含む）が出願資格となります。

 筆記試験は、コース専門科目および一般外国語（言語はコースによって変わります）です。

 口述試験は、筆記試験（国際日本学コースは書類審査）合格者のみを対象に実施します。

 各コースの設定する要件での研究計画書の提出などが必要です。

 日本国外の中等教育課程を修了した方については、日本語能力試験・日本留学試験結果など

の提出が必要です。

※入学試験の確定情報は、入試実施年度の入学試験要項をご確認ください。
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３-２）修士課程一般入学試験



 推薦（６月出願）、一般（７or８月出願）に加えて、１２月に出願を受け付けます。

 筆記試験は行わず、書類（研究論文等）審査、口述試験で合否判定をします。

 一部のコースが実施します。（実施コースは毎年６月に公開予定です）

 大学卒業（見込を含む）が出願資格となります。

 口述試験は、書類審査合格者を対象に実施します。

 出願の際には、英語能力試験（TOEFL(iBT)、IELTS、TOEIC）のスコア（出願に際しては

基準値等なし）、各コースの設定する要件での研究計画書の提出などが必要

です。

 論文等について、出願期間が学部の論文提出期限より早い場合は、前倒しして準備

してください。

※入学試験の確定情報は、入試実施年度の入学試験要項をご確認ください。15

３-３）修士課程論文特別選抜入学試験



 筆記試験２科目および口述試験で合否判定。

 国際日本学コースを除くすべてのコースが対象です。

※国際日本学コースの1次試験は「筆記試験」ではなく「書類審査」を実施します。

 修士課程修了（見込を含む）が出願資格となります。

 筆記試験は、コース専門科目および一般外国語（言語はコースによって変わります）です。

※専門科目を課さないコースもあります。

 口述試験は、筆記試験（国際日本学コースは書類審査）合格者のみを対象に実施します。

 修士論文等、研究計画書の提出などが必要です。

 日本国外の中等教育課程を修了した方については、日本語能力試験・日本留学試験結果など

の提出が必要です。

※入学試験の確定情報は、入試実施年度の入学試験要項をご確認ください。
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３-４）博士後期課程入学試験
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３-５）２０２１年度入試日程

課程 入試種別 要項公開 出願〆切 筆記試験 口述試験
最終合格者

発表

修士

推薦 公開済み ６月中旬 － ７月中旬 ７月中旬

一般 国際日本学以外
6月中

８月下旬※2 ９月下旬 １０月中旬※4 １０月中旬※4

一般 国際日本学※1 １２月上旬※2 －※3 １月下旬 ２月上旬

論文特別選抜 6月中 １２月中旬 －※3 １月下旬 ２月上旬

博士後期
一般 国際日本学以外

6月中 １２月中旬
1月下旬

１月下旬 ２月上旬
一般 国際日本学 －※3

※1国際日本学コースのみ、博士後期課程と同日程で実施します。
※2日本の大学で学位を取得していない等の場合は、日程が異なります。
※3書類審査合格者発表は１月下旬頃の予定です。
※4日本史学コースのみ、口述試験は１月下旬、最終合格者発表は２月上旬に行います。

詳しくは文学研究科Ｗｅｂサイトの入試要項を必ずご確認ください。
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３-６）合格率と過去問題

■修士課程一般入学試験合格率

■過去問題

過去３年分を公開中
❒入学センターWebサイトに掲載
❒文学学術院事務所にて閲覧可能

志願者 最終合格者 合格率

２０１７年度 ２２９ ９５ ４１．４％

２０１８年度 ２３４ １１０ ４７．０％

２０１９年度 ２４６ １００ ４０．６％

２０２０年度 ２８２ １１８ ４１．８％
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４）学 費

■入学金
２００，０００円
※過去に早稲田大学正規学生として在籍したことがある場合は免除。

■学費概算
※以下は、2021年度の学費です。2022年度学費は入学センターＷＥＢサイトをご確認ください。
また、実験演習料は所属するコースにより異なります。

❒修士課程 年間 624,000円～824,000円

❒博士後期課程 年間 448,000円～648,000円
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５‐１）奨学金

■学外奨学金
❒日本学生支援機構奨学金（貸与型・無利子）

修士課程第１種 50,000円 or 88,000円/月 （選択制）
博士後期課程第１種 80,000円 or 122,000円/月（選択制）

❒民間団体奨学金（貸与型・給付型）

■学内奨学金（全て返還不要の給付型）

❒大隈記念奨学金・小野梓記念奨学金（主に修士課程対象）

対象：成績優秀者や家計状況の条件基準を満たす学生
４００，０００円/年

❒大学院博士後期課程若手研究者養成奨学金
対象：博士後期課程在学の３０歳未満の学生
２５０，０００～４００，０００円/年
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５‐２）研究費

■日本学術振興会特別研究員 （※博士後期課程のみ）

DC１（３年間） DC２（２年間）

研究奨励金 年額約2,400,000円 (月額約20万円)
+

特別研究員奨励費(科研費) 年額1,500,000円(最大)
※４０～１００万円の場合が多い

+
ＤＣ採用者支援奨学金 年額400,000円
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６）科目履修（修士課程）

標準履修
単位

第１年度 第２年度 合計

１６~２０単位 １６~１２単位 ３２単位

文学研究科科目

○ コース設置科目（研究指導、演習、講義科目）： １４~１８単位必修

○ 外国語科目： ０~４単位必修

○ 共通科目 コースによって異なる

○ 他コース設置科目

学内他箇所科目（グローバルエデュケーションセンター・本学他研究科）

○ 全学共通設置科目・大学院生への開放科目

○ 他研究科提供科目

協定他大学大学院科目（慶應、学習院、学習院女子、中央、日本女子、筑波、上智、京都、東京）

内 訳

※博士後期課程は基本的に「研究指導」のみ
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７）留 学 2020年4月1日時点の留学中学生数

【主な留学先】
・フランス【6名】、イギリス【3名】、
アメリカ【2名】、ドイツ【2名】、
中国【2名】、オーストリア、
ルーマニア、ロシア、フィンランド

（半期以上の期間で海外の研究機
関や大学などに留学している学生
数）

・この他、短期留学や海外での学会
発表などを含む多数の留学者が
いる。

コース名 修士 博士後期

哲学 - 1名

東洋哲学 - 1名

日本語日本文学 ‐ 1名

ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学 ‐ 4名

ﾄﾞｲﾂ語ﾄﾞｲﾂ文学 ‐ 3名

演劇映像学 - 2名

美術史学 - 1名

東洋史学 - 1名

西洋史学 2名 -

中東・イスラーム研究 ‐ 1名

表象・メディア論 ‐ 2名
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８）資格取得

◆教育職員免許状（専修免許状）

❒種類： 中学校教諭専修免許状
高等学校教諭専修免許状

❒教科： 国語、社会系科目（中学社会、高校地理歴史、
公民）、英語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、中国語

※取得できる教科は、コースによって異なります。

※当研究科入学以前に同じ教科の中学校教諭１種免許状、高等学校教諭１種
免許状を取得していることなど、取得条件を満たす必要があります。
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9）学位取得

年度 修士号 取得者数

2019年度 １01名

2018年度 １00名

201７年度 １３４名

年度
課程による博士号

取得者数
うち博士後期課程3年目での

取得者数

2019年度 21名 2名

2018年度 36名 ０名

2017年度 ３２名 0名

◆修士（文学）

◆博士（文学）
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１０）進 路（修士課程）
２０１９年度

文学研究科修士修了者の進路

早稲田大学文学研究科
（進学者のうち、９割が文学研究科
博士後期課程に進学）

国家公務員・地方公務員
私立学校教職員
出版社・広告代理店・通信社 等
日本通運（株）
日本通信（株）
（公財）日本美術刀剣保存協会
（国研）量子科学技術研究開発機構
（独）国際交流基金

主な進学先

就職先一例

その他

資格試験、海外留学準備等、
就職者少数名の業種も含む

2019年度
修士課程修了者

マスコミ
7.3% 情報通信

6.3%

旅行・運輸
2.1%

商業
5.2% 金融

1.0%

公務員
7.3%

教員
10.4%

教育
5.2%

非営利
3.1%

専門サービス
5.2%

ライフライン
1.0%

自営業
4.2%

その他
20.8%

進学
20.8%
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Ｑ＆Ａ（よくあるご質問）

Ｑ１．受験前に教員とコンタクトをとる必要はありますか？
Ａ１．必要ありません。

研究者の内容を知りたい方は、早稲田大学の「研究者データベース」を
ご確認ください。そちらにＥ-Ｍａｉｌアドレスが書いてある場合もあります。

Ｑ２．過去問の閲覧はできますか？
Ａ２．過去３年間分について、入学センターＷＥＢサイトに公開しています。

（著作権の許諾が得られなかった部分については、閲覧できませんので
ご了承ください）

なお、現物は、過去３年分を文学学術院事務所にて閲覧可能です。
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Ｑ＆Ａ（よくあるご質問）

Ｑ３．進学後の指導教員は、どのようにして決まりますか？
Ａ３．博士後期課程の場合は、出願時に希望の指導教員を確認します。

修士課程の場合は、研究内容や研究計画また２次試験（口述試験）時の
結果を総合的に勘案して、各コースが決定します。

Ｑ４．学部の専門分野と違うコースに出願することは可能ですか？
Ａ４．可能です。

不安がある場合は、事前に教員やコースにコンタクトをとり、進学後の研究
内容についてよく確認をしてください。
（なお、博士後期課程の学生が修士課程の専門と異なる場合、「出願コース
の分野にかかる修士論文に準じる論文」の提出が必要になります）
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Ｑ＆Ａ（よくあるご質問）

Ｑ５．科目等履修生制度について
Ａ５．聴講可能な科目は、「聴講許可科目」として設定された科目（ＷＥＢサイトに

掲載）に限り、希望する１～数科目を履修できる制度です。
なお、すべてのコース・すべての科目が聴講できるわけではありません。
入試は年1回（2月下旬実施予定）ですので、ご注意ください。

Ｑ６．外国人留学生向けの奨学金はありますか？
Ａ６．あります。

早稲田大学は様々な奨学金制度を有しており、外国人留学生向けの奨学
金もあります。詳しくは「奨学課」のＷＥＢサイトをご参照ください。
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戸山キャンパス校舎①

３１号館は著名な建築家である村
野藤吾の設計です。特徴的な柱
や、ブリッジなど見どころがありま
す。
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戸山キャンパス校舎②

３３号館低層棟、高層棟と３１号館 ３３号館高層棟からの眺め

スカイツリーも見えます
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デジタルパンフレット

以下の順で検索できます

文学研究科Webサイト
→[受験生の方へ]
→[デジタルパンフレット]


